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平成26年３月17日
教育長答弁実録
（教育委員会）
（問）グローバル教育の充実に向けた教員の資質確保等の方向について
グローバル教育については，単に１つの学校の特色に止まらず，全県的な取組に拡げていくことが重要であり，その実現に向けては，資質を備えた教員を多く確保しなければならないと考えている。

現在の教員の教育力の強化に加え，資質を備えた教員の採用など，多くの対策を講じていかなければならないが，教育委員会では，教員の資質確保について，どのように課題を認識し，どのような方向で，見直すのか，教育長の所見を伺う。
（答）
　　　児童生徒が将来，グローバル化した社会で生きるための資質を身に付けるためには，例えば，課題を発見し，他者と協働して解決を図る力や，実践的なコミュニケーションが行える英語力などが必要となってきております。

このため，教育委員会では，そうした力を身に付けさせる指導のできる教員を，全ての学校に配置できるよう，来年度策定します「グローバル化10年展開構想」の中で，採用や研修の在り方について，検討して参りたいと考えております。
